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BizEarth幹事会（2023年 8月 23日）議事録 

 

●日時： 2023年 8月 23日（水）15：00～18：30 

●場所： ESRIジャパン（株）（東京都千代田区平河町 2-7-1）                

●議題  以下の通り 

１．A/I状況確認 
各項目で確認 

 

２．活動計画と報告 
(1) 関係部門との連絡調整 

・内閣府宇宙戦略事務局 

    パブコメについては、下記参照 

その他 

 

・リモセン TF会合 

実利用は CONSEOで議論する（下記参照） 

ALOS-3対応について内閣府、文科、経産へ緊急提言を実施（以下、概要）。 

ALOS-3 への提言は TF, CONSEOの WGを通じて提出（NDA事案）。 

提言後の状況確認 

民間実利用を担当しながら検討提案チーム 3 に参加（新井監事）。小型コンステ（民

間）、中型 4 機（政府）、小型ライダー（政府）及び利用を提案。2024 年３月までに政府

案を決定予定。 

 

日本学術会議主催のシンポジウムへの参加について 

新井監事が、パネリストとして登壇。 

 9月 12日（火）我が国の衛星地球観測に関する統合的戦略立案 

会員向けメールにてシンポジウムを案内⇒事務局 

 

ALOS-３への提言およびシンポジウムなどで、BizEarthの考え、意見を求められた際に 

は、としては、「解像度によるオープンデータ化なども考慮し、幅広い衛星データが流通 

し広く利用できるように、また継続性も考慮するべき」のようなニュアンスで回答。（幹 

事会） 

 

 

(2) 企画・提案活動 

・内閣府宇宙戦略事務局 

宇宙基本計画の改定に伴う、パブコメ提出後の動き  

特にまだなし。動き注視していく。 

 

・経産省宇宙産業室 

地域実証（補助事業、無償公募）は 5月公募開始、7月 10日提出。その後の動き。 

地域連携作業部会からの会員への広報・提出状況の確認。 

18案件（10都道府県）が採択。 

採択結果 (space-subsidy.go.jp) 

 

・JAXA 

CONSEO, TFに同じ 

 

https://space-subsidy.go.jp/dist/files/R05_announce.pdf
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・さくらインターネット 

 BizEarthへの参加については、決済ずみ？ 会員獲得活動で再調整。 

 

・CONSEO 

BizEarth 全体で CONSEO, TF の実利用活動にコミットしていく。当面、幹事会がドライ ブ

するが、他の会員の参加も求める。 

- 6月 6日アウトプット WSで、リモセン TF会合として、ALOS-3喪失を受けての提言も

含め、衛星開発及び利活用について提案を実施（TF 実利用連絡会/BizEarth として新井

も登壇して対応） 

- 今後行われる衛星利用検討会には BizEarthとして参加することとし、役割と対応メンバ

ーを確定する。対応は幹事会で行う。 

活動予定：第 2回会合は 9月～10月。幹事メンバーは参加調整する。 

第 1回会合開催後進捗なし。白坂会長からの情報共有機会も検討。 

 

 

(3) 作業部会 

  ・地域連携作業部会 

北海道の宇宙ビジネス部局との連携を模索中。担当が変更になったので、後任を紹介して     

もらう。経産省地域実証を紹介し、SEDとしても関わりながら提案を試みる。 

また、講演会等に打診する。 

一方、本年度の活動については、自治体において、高精度ではないが利用できるものに広 

げられるか検討したい（土肥さん、宮本幹事）。 

動きなし。11月講演会の参加に関して、地域自治体担当者様との調整。 

SNet自治体増加。 

 

・若手作業部会 

 R5年度の作業計画を調整し、活動を活発にしたい。 

 作業計画の作成状況確認 9月 15日懇親会スタート（別添資料あり） 

 

・新規作業部会について 

    TF・CONSEO作業部会は当面、幹事会が主体となり、BizEarth全体として取り組む。 

 

(4) 広報活動 

・宇宙カタログ 

 6月 9日まで延期し、締切。更新済み。 

・会員獲得活動 

    可能性リスト：スペースシフト、Sorano me、さくらインターネット、ANA、キャノン電子

等・・・ 

 ニュースペースの取込みや既存会員との交流機会を検討。例：BizEarth 忘年会など。コンミ

ュニティ―活性化については継続検討。 

 

(5) リモートセンシング人材の育成支援 

  ・CONSEOの中で検討もありか？（RESTEC） 

   ・パブコメにて教育の重要性をコメント（ESRI-J） 

  特に動きなし 

 

(6) その他活動 

・要処置事項討議・フォロー 

・情報公開（HP）、新サーバ・メーリングリスト・ドメイン管理 

 →事務局（パスコ様）での設定 URLが読めない企業が多いので、再度設定の協議をお願い 

したい、また手法の検討も必要かと思われる。⇒ 設定変更により解消。 

 

現時点でのメーリングリストの宛先確認 ⇒ 事務局対応。 
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・アンケート結果の集約と再度送付を依頼する（事務局対応） 

  アンケート結果について議論  

・アンケート回収率が低い。回答者の全般は、コミュニケーション機会を増加したい。 

３．講演会 
日程及び内容について調整  

11月の水曜日に実施で白坂会長と調整 ⇒ 候補日抽出し連絡 

 

 

11月 15日（水）第一候補で調整 ※8日（水）第二候補とする。 

15:00~17:30 講演会で予定（場所確保は、RESTECが候補） 

＜講演会内容案＞ 

- 「地域における宇宙の利活用」 

- BizEarth会長（慶応義塾大学） 白坂教授 （調整：下田） 

    - 基調講演 利用系について 

- 経産省の地域実証 （伊奈さん？補佐？に声掛け） （調整：新井さん） 

- 昨年度の地域実証採択者から実証の紹介をしてもらう 

- ALOS-2実証の成果を JAXAに話してもらう（祖父江さん？）（調整：渡邉さん） 

- 取り組みの紹介と課題について 

- S-NET自治体から地域での取り組み、自治体としてのバックアップについて 

- 北海道（パネルの中で講演） （調整：宮本さん） 

- 福井県（パネルの中で講演） （調整：井上さん） 

- パネルディスカッション登壇者 

- 会長 白坂先生 

- 経産省（地域実証） 

- JAXA（ALOS-2実証） 

- 自治体（S-NET等） 

    

    ･司会： 幹事 下田など  

･パネルモデレーター：会長 白坂先生 

  ･懇親会（RESTECが対応可能か検討） 

        ・講演会のメルマガ対応：大川幹事、下田幹事対応予定、GIS-NEXTへも 

   ・講演は、20分講演＋5分意見交換＋5分入れ替え＝30分×3 

    パネルディスカッションでは、北海道、福井県各 10分講演＝20分 

    総合討論＝40分程度とする 

 

9月 26日（火）16：30～RESTECにて講演会に関する幹事 MTG実施。 

４．事務局からの報告、連絡事項 
 ・特になし 

５．その他 

・今後の幹事会開催予定：2023年 10月 25日（水）15:00～ 富士通 汐留ビル 

 以上 


